
 

 

「割増対象賃金比」とは，技術者基準日額に占める「基本給相当額＋割増の対象となる手当」（割増

賃金の基礎となる賃金）の割合である。 

なお、時間外手当の算出方法は下記のとおりである。 

 
技術者基準日額時間外手当の算出 

 割増賃金の計上が必要な場合の技術者基準日額(割増賃金を含む総額)の計算例 

   技術者基準日額（総額）＝ 所定内労働に対する技術者基準日額 ＋ 割増賃金 

                     ＝ 技術者基準日額 ＋ 技術者基準日額 × 割増対象賃金比× 1／ 8 

                  × 割増係数 × 割増すべき時間数 

注）１．「割増対象賃金比」とは，技術者基準日額に占める「基本給相当額＋割増の対象となる手当」 

    （割増賃金の基礎となる賃金）の割合である。 

  ２．割増係数（時間外）＝ 1.25（通常時間帯以外） 

    割増係数 （深夜） ＝ 0.25（午後10:00～翌日午前5:00） 

時間外 

１） 所定労働時間の8時間に加え，2時間の時間外労動を行う場合(すべて深夜以外の時間帯の場合) 

   技術者基準日額(総額) ＝ 技術者基準日額 ＋ 技術者基準日額 × 割増対象賃金比× 1／ 8 

                            × 割増係数(時間外) × 2時間 

２） 所定労働時間の8時間に加えて4時間の時間外労働を行い，うち2時間が深夜の時間帯の場合 

   技術者基準日額(総額) ＝ 技術者基準日額 ＋ 技術者基準日額 × 割増対象賃金比 × 1／ 8 

                            × 割増係数(時間外) × 4時間 ＋ 技術者基準日額 × 割増対象賃金比 

                            × 1／ 8 × 割増係数(深夜) × 2時間 

      ３） ２４時間２交替制の場合 

      1の組：技術者基準日額（総額）＝技術者基準日額＋技術者基準日額×割増対象賃金比×1/8 

                      ×割増係数（時間外）×3時間 

      2の組：技術者基準日額（総額）＝技術者基準日額＋技術者基準日額×割増対象賃金比×1/8 

                               ×割増係数（深夜）×6時間＋技術者基準日額 

                      ×割増対象賃金比×1/8×割増係数（時間外）×3時間 

            技術者基準日額（総額）としては，「1の組」と「2の組」の平均値を使用する。 

                              

 例） 
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